
製品説明

TCM-X-FMには、ParléTCM-Xマイクをフラッシュマウントや埋め込み式マウントが可能なオプションがあります。

•白または黒で利用可能
•2つのLED表示角度をサポートします。フラッシュマウントの場合は130°、埋め込み式マウントの場合は170°
•少なくとも64mm（2.5 "）のクリアランスがあるドロップタイル天井または完成した乾式壁天井に設置できます
•Cリングを使用して13～24 mm（0.5 “～0.95”）の厚さの天井に取り付けることができ、オプションのタイルブリッジを
使用する場合は16～25 mm（0.625 "～1"）の天井に取り付けることができます

•UL2043に準拠し、プレナムエアスペースでの使用が承認されています

埋め込み式マウントTCM-X（LEDが天井と同じ高さ）フラッシュマウントTCM-X（マイクが天井と同じ高さ）
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Cリングの取り付け

ホールテンプレートを使用して天井の準備をします。穴の周り
からゴミを取り除きます。
注：この方法は、事前に配線された乾式壁天井（天井から64 mm 
[2.5 “]以上のクリアランス）でも使用できます。

1.C-RIngを天井の上の穴に挿入します。天井より上のアクセスが
利用できない場合は、Cリングを上下に曲げて回転させます。

2.クランプを回転させた状態で、フラッシュマウントブラケット
を天井に挿入します。クランプを保持しているテープをすべて
取り除きます。

3.プラスドライバーで3つのクランプをねじ込んで、ブラケットを
Cリングにクランプします。完全に締める前に、クランプが
すべてCリングに配置されていることを確認してください。

4.アダプター、ワッシャー、ロックナットをTCM-Xシャフトにねじ
込みます。天井の希望する位置に応じて、スペーサーの有無が
あります。分解したイメージは、次ページを参照してください。
注：スペーサーとアダプターの両方に切り込みがあり、マイク
上部に取り付ける必要があります（「位置合わせ詳細」を参照）。

5.組み立てたマイクをブラケットに挿入し、押し上げて回転させ、
所定の位置にロックします。
注：完成した乾式壁の天井にマイクを挿入する前に、マイクに
配線接続してください。 ParléTCM-Xインストールガイドに従って
インストールを完了します。

TCM-X-FM分解アセンブリ



アダプター（およびスペーサー）の切り込みは、ロック
ナットを締める前に、マイクの上部にある隆起したリブ
（丸で囲んだ部分）に適合している必要があります。
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TCM-Xは完全に装着されています



オプションのタイルブリッジ（TB-1）を使用した設置

天井グリッドに準備したタイルブリッジと天井タイルを設置します。

注：この設置を完了するには、天井の上のタイルブリッジにアクセス
する必要があります。

1.クランプを回転させて、ブラケットを穴に挿入します。詳細
に記載されているように、タイルブリッジの開口部に収まる
必要があります。

2.プラスドライバーでクランプを締めます。ブラケットを所定
の位置に保持する必要がありますが、タイルを変形させない
でください。

3.マイクをブラケットとタイルブリッジに挿入します。八角形
のストレインリリーフワッシャーとロックナットを使用して、
マイクをアセンブリに固定します。アダプターは使用しません。

注1.埋め込み式マウントオプション：TCM-Xをブラケットに挿入
する前に、スペーサーをシャフトに配置します（正しい面を
上にして-マイクのリブに取り付けます）。

注2.タイルブリッジの平らな面にワッシャーを置きます。ストレイン
リリーフタブの穴へのアクセスをブロックしないでください。
ParléTCM-Xインストールガイドに従って設置を完了します。

タイルブリッジの開口部のブラケットの向き


